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接ぎ木により体質改善

ア 連作障害を回避

イ 耐病性

ウ 耐暑性

エ 耐干性

オ 耐低温性

カ センチュウ予防

キ 果皮に変化



接ぎ木の事前準備ポイント

ア 苗の根は切れないこと

イ 苗の水分状態は少ない
こと

ウ 同化養分はたっぷり状
態であること

エ 順化

オ 台木の芽の除去



接ぎ木の事後ポイント

定植の適正時期

（ポットの大きさによる）

9cm：3週間後 本葉3枚

12cm：1ヶ月後 本葉4枚

断茎時に順化と葉水
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袋栽培をやる理由

寒冷地でも

場所がなくても

露地が不安でも



袋栽培をやる理由

汎用性アリ

生育阻害要因なし

露地に近い

多くの実験が可能



袋栽培の留意点

ア 排水用の穴をあける

（根腐れを防ぐ）

イ 袋を有色透明にする

（コケの発生を防ぐ）

ウ 移動時に揺すらない

（根の切断を防ぐ）
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